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小学校外国語活動・外国語科における効果的な音声指導の在り方

教科教育高度化分野（ ）井 上 桜

アルファベットの名称の読み方と文字の認識に関する調査を実施し， 年生でその両者

が定着していることを確認した。その結果を踏まえ， 年生外国語科の授業で，フォニッ

クスを取り入れた授業を実践した。授業についての児童の振り返りや調査から，児童の文

字認識や英語学習の情意面に与えるフォニックスの有効性が推察された。

［キーワード］ 小学校外国語活動・外国語科，フォニックス，アルファベット，大文字，小文字

１ 問題と目的

現状と課題

小学校で外国語活動・外国語科の授業を実践し

ていく中で，聞くことと話すことについて課題が

あると感じていた。教科書の各 Unit で設定され

ている言語活動において，目的・場面・状況を意

識した型にはまらない積極的なコミュニケーショ

ン活動が求められているにも関わらず，型にはま

ったやり取りや発表になってしまい，自分事とし

てのコミュニケーションが難しいというのが現状

である。小学校外国語活動及び外国語科の授業の

中で，聞くことと話すことに焦点を当てた指導を

進めることで，児童に「聞けた」，「話せた」とい

う自信をもたせたい。その後，「どうにかして英語

を使ってコミュニケーションをしたい。」という情

意面を醸成していきたいと考えた。

そこで，児童の聞く力と話す力を育てるために

有効だとされているフォニックスを取り入れて授

業を実践し，その効果を検証する。

先行研究の検討

①フォニックスについて

フォニックスは，文字とそれに対応する音の

関係を意識的に教える指導法であり，英語圏で

は初期の読み書き指導として推奨されている

城一， 。

また，『小学校外国語活動・外国語研修ガイ

ドブック』 英語の目標 外国語活動の①聞く

ことにおいて「文字の読み方が発音されるのを

聞いた際に，どの文字であるかが分かるように

する」ことも目標になっている。『「文字の読み

方」とは，文字の“名称の読み方”と，“文字が

持っている音” 例えば，Bという文字は bi

という名称と b という音を持っている の

両方を指すが，外国語活動では，前者のみを

指していることに注意したい。』とある。また，

外国語の②聞くことには『先述したように，

「文字の読み方」には文字の“名称の読み方”

と，“文字が持っている音”がある。外国語活

動と異なり，外国語科では“文字が持ってい

る音”まで加えて指導する。ただし，音と綴

りの関係まで指導することを意味するのでは

ないことに留意したい。』とある。したがって，

発達段階に合わせてフォニックスを取り入れ

ていく必要があると考える。

②外国語学習とフォニックス

英語を母語とする児童にとってアルファベ

ット学習がどのような影響を与えるかという

ことについて研究したアダムスは，アルファ

ベットの字形とその名前が分かる児童は，文

字とその文字が持つ音についても容易に習得

できると述べている。また，フォニックスを

導入する前の注意点として，児童がアルファ

ベットの大文字と小文字の字形と，その文字

の読み方を十分に理解している必要があると

されている アレン玉井， 。言い換える

と，アルファベットの名称の読み方ができる

とその文字が持っている音も覚えやすいとい

える。

本研究の目的

本研究は，アルファベットの名称の読み方と

文字の形に関しての調査を行い，その結果をも

とに，フォニックスを授業の中に取り入れてい

きながら児童の聞く力と話す力を向上させるこ

とを目的としている。調査の結果や児童の振り

－ 246 －



図１ 調査で用いたワークシート

年　 名前（　　　　　　　　　）
☆聞こえてきたアルファベットの下に番号を書きましょう。

＜＜スステテッッププ  11＞＞

＜＜スステテッッププ  22＞＞

アルファベット聞き取り調査

表１ 調査対象の学年と

その人数

調査対象 調査人数
６年１組
６年２組
５年１組
５年２組
３年２組
３年１組
４年２組
４年１組
６年１組

返り，アンケートの結果を踏まえ，発達段階に

応じた小学校外国語活動・外国語科における音

声指導の在り方を提案し，その有効性を検証す

る。

２ 研究１：アルファベットの名称の読み方と文

字の形に関する調査

方法と対象

山形県内のA小学校の 年

生から 年生までの全 クラ

スで調査を実施した。各クラ

スに訪問して，朝の時間の

分で行った。各学年の人数は

表１の通りである。

アルファベット聞き取り

調査の実施

この調査は，アルファベットの名称の読み方と

文字の形が一致しているかどうかをみる目的で行

った。アルファベット大文字と小文字の 種類そ

れぞれについて順不同で 個のアルファベット

の名称の読み方を発音し，大文字と小文字がアト

ランダムに並ん

だ図 のワーク

シートを使って，

聞こえてきたア

ルファベットに

印をつけてもら

った。基本的に

１つのアルファ

ベットにつき，

間を取りながら

ゆっくりはっき

りと 回繰り返

して出題した。

結果と考察

問 点として採点し，クラスの正答率を表

と表 にまとめた。

それぞれの学年の正答率を比較していく。今回

は 年 組の大文字の 点を獲得した割合が ％

と非常に高く，比較が難しかったため除外して考

えることとした。 点以上の児童は，アルファベ

ットの名称の読み方と文字の形をおおむね理解し

ていると仮定した。大文字に関して 割以上の正

答率を見ていくと，年生は ％，年生は ％，

年生は ％， 年生は ％となった。また，小

文字については， 年生が ％， 年生は ％，

年生は ％， 年生は ％であった。この結果か

ら，全学年で小文字よりも大文字の正答率が高く，

学年が上がるにつれて大文字，小文字ともに正答

率が上がっていることが分かる。

また，回答用紙を詳細に分析すると，学年が上

がるにしたがって，アルファベットの名称の読み

方と文字の形が分かっていないというよりも，“ｂ”

と“ｖ”で迷っているなど発音が似ているため誤

答になっている回答が多くあった。このことから，

形は知っているが発音での区別に難しさを感じて

いる児童が多いということがうかがえた。また，

聞き取り調査を実施している際，出題者の口元を

注視している児童も数名いたことから，口の動き

で発音の違いを認識しようとしている児童もいた

のではないかと思われる。

授業を行った 年 組に着目すると， 点以上

の成績だった児童は，大文字が ％，小文字が

％であった。したがって，大文字に関しては，

クラスの大部分がアルファベットの名称の読み方

を理解しており，アルファベットの形も覚えてい

ることが分かった。以上のことを踏まえ，研究

を進めていくことにした。

３ 研究 ：フォニックスを取り入れた授業の実

践

方法と内容

アルファベットの文字の形と名称の読み方が定

着していると考えられる 年 組の授業でフォニ

表 アルファベット聞き取り調査 大文字の正答率

10点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点
６年１組
６年２組
５年１組
５年２組
４年１組
４年２組
３年１組
３年２組

表 アルファベット聞き取り調査 小文字の正答率

10点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点
６年１組
６年２組
５年１組
５年２組
４年１組
４年２組
３年１組
３年２組
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ックスを導入することとし， 時間単位のうち

時間で 分 秒のフォニックスソングを取り入れ

た活動を行った。その他にも新出単語の練習やそ

の定着を図る目的で行ったかるたなどのゲームや

アクティビティでもフォニックスを意識した発音

練習を行った。

授業から見えた児童の姿

授業中の児童の様子や振り返りから，家でもフ

ォニックスの歌に合わせて発音を練習している児

童や，フォニックスを意識して英語の音声を聞い

たり，やり取り練習をしたりしている児童がいる

ことが分かった。また，フォニックスを取り入れ

る際，聞く力を向上させるために行うという目的

を児童と共有したところ，児童の振り返りの中に，

「先生は聞く力をつけるためと言っていたけれど，

聞く＋話すのどちらもできたし，分からない人に

発音を教えることもできました。」という感想もみ

られた。はじめは一つ一つのアルファベットの音

を聞くことだけに集中していたが，回数を重ねて

いくごとにリズムに合わせて口に出して発音して

いる児童の様子も見られた。リスニング中心の学

習から，リスニングとスピーキングの両方を同時

に学習する姿へと変容していったと考えられる。

フォニックスを取り入れた第 回目の授業の振

り返りを見ると，「hitのhは“ヒィッ”と言って

いるけれど，h だけだと“ハァッ”という発音に

なっていた。」，「フォニックスで発音するときは“

（エイ）でも，読んだり書いたりするときはapple
（アーポォ）と違うことが分かった。」，「フォニッ

クスを意識して英語を読んだり聞いたりできた。」，

「フォニックスで聞き取れることが多くなった。」

などの感想が見られた。初めてフォニックスを導

入した授業ではあったが，フォニックスの有効性

が感じられた。

単元の最後の 時間目には，自分が考えた世界

とつながるオリジナルフードの紹介をビブリオバ

トル形式で実施した。発表会へ向けての練習の中

で，「ブッ，ブッ，Berry Pancakes …」のように，

自分の発表する英文の文頭の単語の子音を数回発

音する児童の姿が見られた。このことから，フォ

ニックスで学んだことを発表にも活かそうとして

いたことがうかがえる。

アンケートの実施と結果

実習最終日に，「フォニックスをやってみてどう

でしたか。できるだけ詳しく教えてください。（フ

ォニックスをやる前と比べてできるようになった

ことや感想など）」という設問でフォニックスにつ

いての自由記述による調査を行った。児童の回答

を テキストマイニングで分析した 図 。

図 の結果を出現頻度順にまとめたものが表

である。

「分かる」，「楽しい」，「言える」，「できる」，「話

せる」という結果から，フォニックスが児童に自

己肯定感を与えていることが分かった。動画を観

ながらリズムに合わせて真似して声に出してみる

活動は，正解を求められないとともに自分が言い

やすいところから声に出して練習でき，言えるま

では聞くことに集中できる。自分のペースに合わ

せて学習できる保証があるからこそ表出された言

葉なのではないだろうか。

フォニックスは，学力差や学習の進度も関係な

く学ぶことができるという点から児童の学習に対

する抵抗感を軽減させていると考えられる。また，

継続して行うことで，児童の聞く力と話す力をつ

けることができる学習活動であるといえるのでは

ないだろうか。

アルファベット名称の読み方と文字の形に関

する調査の分析・考察

回の外国語の授業実施後に，アルファベット

聞き取り調査を再度実施した。調査方法は 回目

と同様，大文字と小文字をアトランダムに並べた

図 を用いて行った。出題したアルファベットも

図 テキストマイニングの分析結果

フォニックスについての振り返り

表 テキストマイニングの分析結果の出現頻度順

１位
２位
３位
４位
５位

発音

アクセント・話す・読む
意識・話せる・思う
フォニックス・楽しい・言える・できる
英語・分かる
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図 フォニックスソングの画像の一部

回目と同じであった。表 と表 は，大文字と

小文字のそれぞれについての正答率を表したもの

である。

大文字の正答率を比較していく。 点以上をみ

ていくと， ％から ％へと ％増えている。

点満点を見ていくと， ％から ％へと ％増え

ている。人数にすると 名増えていることになる。

次に，小文字の正答率を比較すると， 点以上で

は，全く変化しなかったが， 点満点だけを見て

いくと， ％から ％へと ％増えている。人数

にすると， 名増えている。 回だけの授業ではあ

ったが，フォニックスの名称の読み方と文字の認

識に与える有効性が推測できる。

４ 全体的な考察

小学校外国語の授業においてアルファベットの

名称の読み方が定着している児童にフォニックス

を取り入れた授業を実践することは，文字認識能

力 知識・技能 を向上させるだけでなく，情意面

でもプラスの効果をもたらすことが推察される。

今回は， 回の授業でフォニックスソングを練

習した。また，フォニックスの要素を取り入れた

単語練習やアクティビティを一部取り入れた短期

的な取組 時間単位 であった。今後は，フォニ

ックスを長期的に継続していった場合の効果につ

いて検証していく。また，アルファベットの学習

を始めたばかりでアルファベットの名称の読み方

が定着していない ・ 年生の外国語活動の中に，

フォニックスを導入した際に同様のプラスの効果

が見られるか，または逆に弊害が生じるかどうか

という点についても検証したい。特に 年生につ

いては，国語科でローマ字の学習も入る。ローマ

字がアルファベットの名称の読み方や文字が持っ

ている音に影響を与えているのかということにつ

いても調査していきたい。

今回使用したフォニックスソングでは，小文字

のみが表示されている教材を使用した 図 参照

が，大文字と小文字の両方が入った教材を使った

時の正答率の変化についても調査してみたい。

今後は，小

学校 ・ 年生

と ・ 年生と

いった発達段

階やそれぞれ

の学年でのア

ルファベット

の名称の読み

方の定着率を

ベースにした音声指導を実践し，その効果につい

て現任校で複数の学年を対象に研究を進めていき

たいと考えている。
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表 アルファベット聞き取り調査 大文字の正答率（６年１組）

10点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点
１回目
２回目

表 アルファベット聞き取り調査 小文字の正答率（６年１組）

10点 ９点 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点
１回目
２回目

－ 249 －


